
ヒ
ユ
ー
ム
の
自
然
主
義
解
釈
再
考
z

ヒ
ュ

l
ム
哲
学
が
世
に
捕
わ
れ
て
し
ば
ら
く
は
、
そ
れ
が
懐
疑
論
で

あ
る
と
い
う
批
特
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
二

O
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
プ
・

ス
ミ
ス
に
よ
る
自
然
主
義
解
釈
は
、
懐
疑
論
解
釈
と
は
一
線
を
屈
す

ヒ
ュ

l
ム
の
立
場
を
提
示
し
、
今
日
で
も
多
大
な
影
響
を
与
え
続
け
て

い
る
。
た
だ
、
論
者
の
み
る
か
ぎ
り
、
こ
の
自
然
主
義
解
釈
が
、
例
え

ば
ス
ト
ラ
ウ
ド
や
マ
ウ
ン
ス
ら
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
際
、
と
ユ

i
ム

哲
学
の
整
合
性
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
自
的
か
ら
、
逆
に
加
の
問
題
を

生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
開
題
と
は
、
レ
」
ユ

i
ム
の
哲
学
的

方
法
で
あ
る
「
経
験
」
の
あ
り
方
を
歪
め
、
ヒ
ュ

i
ム
の
意
図
を
看
過

す
る
と
い
う
、
解
釈
上
の
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ヒ
ュ

i
ム
哲
学
の
「
印
象
」
概
念
の
分
析
を
通

じ
て
、
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
に
加
え
、
ス
ト
ラ
ウ
ド
、
マ
ウ
ン
ス
の
自
然

主
義
解
釈
を
再
検
討
す
る
。
本
稿
は
次
の
よ
う
に
議
論
を
進
め
る
。
ま

ず
、
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
、
ス
ト
ラ
ウ
ド
、
マ
ウ
ン
ス
ら
の
自
然
主
義
解

釈
を
、
特
に
と
ュ

i
ム

つ

つ

概

観

す

る

（

第

一

節

、

ヒュームの自然主義解釈再考99 
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第
二
節
）
。
続
い
て
、
ヒ
ュ

i
ム
哲
学
の
導
入
部
分
に
お
け
る
印
象
や
「
観

念
」
の
定
式
化
に
収
ま
ら
な
い
性
質
を
、
「
穏
や
か
な
情
念
」
に
求
め

つ
つ
、
そ
の
情
念
を
め
ぐ
る
問
題
を
考
察
す
る
（
第
一
一
一
節
、
第
四
節
）
。

次
に
、
穏
や
か
な
情
念
が
も
っ
性
震
が
、
因
果
論
の
「
必
然
的
結
合
の

印
象
」
に
も
適
用
さ
れ
う
る
こ
と
を
示
す
（
第
五
節
）
。
最
後
に
、
と
ュ
！

ム
哲
学
の
自
然
主
義
解
釈
が
抱
え
る
問
題
を
提
起
し
つ
つ
、
本
稿
の
主

張
が
そ
の
補
完
と
な
る
こ
と
を
提
訴
す
る
（
第
六
節
）
と
と
も
に
、

ヒ
ュ
！
ム
の
観
念
説
と
直
接
実
在
論
の
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

ヒ
ュ

l
ム
哲
学
に
お
け
る
「
志
向
性
」
の
余
地
を
考
え
る
（
第
七
節
）
。

懐
疑
論
解
釈
と
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス

ま
ず
は
じ
め
に
、
と
ュ

l
ム

の

歴

史

を

擁

説

し
た
い
。
一
九
世
紀
ま
で
の
と
ュ
！
ム
解
釈
は
、
リ
i
ド
（
内
門
知
立
p

s
s一
戸
s
N
h
p
刃
包
F
N
O
O
N
一
円
台
ふ
）
や
ピ

l
テ
イ
（
ハ
リ
門
出
g
3
F
N
C
C
C
一

司’

spo苦－
H
E’N
∞uEω28）
に
則
っ
た
壊
疑
論
解
釈
が
主
流
で
あ
っ
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た
（
nm
玄
o
c
S
O
L
S
P
民
問
。
ョ
ゆ
∞

E
F
N
C
C印一寸
8
0
こ
の
解
釈

で
は
、
と
ュ

i
ム
は
、
理
性
に
よ
る
正
当
化
の
不
備
を
理
由
に
、
外
的

物
質
や
魂
な
ど
の
存
在
を
否
定
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
従
来
ヒ
ュ

i
ム

哲
学
の
難
点
と
考
え
ら
れ
て
き
た
（

2
0
2
2
F
N
C
C印
一
員
〈
去
を
さ
。

一
方
、
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
の
「
ヒ
ュ

l
ム
の
自
然
主
義
」
と
い
う
一
一
つ

の
論
文
（
円
。

shu
∞
E
F
S
c
r
u
－g
g）
、
そ
し
て
「
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

と
ュ

l
ム
の
哲
学
』
と
い
う
著
作
（
問
。
自
℃
∞

E
F
N
C
C印
）
に
よ
っ
て
、

二
十
世
紀
以
降
の
ヒ
ュ
！
ム
解
釈
は
自
然
主
義
解
釈
へ
と
舵
を
と
っ
た
（
2
）。

こ
の
解
釈
で
は
、
ヒ
ュ
！
ム
は
、
理
性
的
に
正
当
化
不
可
能
な
も
の
の
、

そ
れ
で
も
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
存
在
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
も

の
を
哲
学
体
系
に
組
み
込
む
。
そ
の
際
に
根
拠
と
な
る
の
は
、
「
感
じ

ゃ
本
能
に
対
す
る
理
性
の
徹
底
的
な
従
属
」
（
穴
0

5

－
v

∞
E
F
5
0伊

5
0）
を
支
配
的
要
素
と
す
る
「
人
間
本
性
（

E
g
g
s
g『
め
）
」
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
外
的
物
体
や
心
の
存
在
の
よ
う
に
、
入
聞
に
と
っ

て
不
可
避
的
な
様
々
な
信
念
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
ケ
ン
プ
・
ス

ミ
ス
の
解
釈
の
な
か
で
「
自
然
、
正
義
」
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
人
関
本

性
に
基
づ
い
た
認
識
に
立
脚
す
る
立
場
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
立

場
で
は
、
「
感
じ
」
と
い
う
概
念
が
ヒ
ュ

i
ム
哲
学
の
基
礎
概
念
で
あ

る
「
印
象
」
と
結
び
つ
く
。
加
え
て
、
本
能
や
「
傾
性
（
℃
g
若
宮
一
々
と

は
、
感
じ
ゃ
「
靖
動
（
0
5
0
Z
0
2
）
」
、
「
情
感
（
8
2
5
3門
）
」
と
並
置

さ
れ
る
が
（
3
）
、
こ
の
種
の
概
念
も
印
象
の
一
種
と
さ
れ
る
宮
内
－

H
r
H
・M
－r
m
h・
山
内
）
。
つ
ま
り
、
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
の
自
然
主
義
解
釈
で

は
、
本
性
的
な
認
識
原
理
が
働
く
こ
と
と
、
あ
る
印
象
が
心
に
存
在
す

る
こ
と
が
同
一
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
｛
印
象
H
感
じ
H
本
能
｝
と
い
う
捉
え
方
に
は
、
明
ら
か
に

問
題
が
あ
る
。
そ
の
問
題
と
は
、
並
置
さ
れ
て
い
る
感
じ
と
本
能
の
異

種
性
で
あ
る
。
感
じ
は
、
主
観
的
に
現
れ
る
現
象
な
い
し
性
質
で
あ
る

…
方
、
本
能
は
、
そ
の
現
象
に
対
し
反
省
が
加
わ
る
こ
と
で
理
解
さ
れ

る
原
理
で
あ
る
（
4
）O

一
見
し
て
両
者
を
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
異
な
る
種
類
の
概
念
を
結
合

し
て
ヒ
ュ
！
ム
哲
学
の
摂
底
に
位
置
…
づ
け
る
点
に
、
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス

の
解
釈
の
閤
難
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
の
解
釈
を
継
承

す
る
者
は
、
こ
の
難
点
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
、
次
節
に
述
べ
る
よ
う

な
解
釈
上
の
変
更
を
加
え
よ
う
と
す
る
。

ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
以
降
の
自
然
主
義
解
釈

ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
以
降
、
ヒ
ュ
！
ム
を
自
然
主
義
の
観
点
か
ら
読
む

代
表
的
な
解
釈
者
と
し
て
、
ス
ト
ラ
ウ
ド
と
マ
ウ
ン
ス
が
挙
げ
ら
れ
る
（
5
）。

以
降
で
は
、
こ
の
二
人
の
ヒ
ュ
！
ム
解
釈
を
「
後
期
自
然
、
王
義
解
釈
」

と
よ
び
た
い
。
こ
の
後
期
自
然
主
義
解
釈
に
お
い
て
も
、
人
間
本
性
に

基
づ
い
た
認
識
を
論
じ
る
こ
と
が
ヒ
ュ

i
ム
の
基
本
的
な
自
的
で
あ
る

と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
と
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
の
解
釈
の
関
に

は
、
…
つ
の
重
要
な
相
違
点
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
と
り
わ
け
ヒ
ュ

i

ム
の
困
果
論
を
具
体
例
と
し
て
、
ス
ト
ラ
ウ
ド
、
マ
ウ
ン
ス
の
議
論
を

概
観
し
つ
つ
、
後
期
自
然
主
義
解
釈
の
要
点
を
提
示
す
る
。

ス
ト
ラ
ウ
ド
は
、
デ
カ
ル
ト
以
来
の
観
念
説
を
人
間
本
性
の
探
求
手

段
と
す
る
ヒ
ュ
！
ム
の
方
針
が
当
然
視
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
つ
つ

お
円
∞

g
E
U
S自
ゐ
ム
C
）
、
一
方
で
観
念
説
に
対
し
て
消
極
的
な
評
価

を
下
す
。



と
ュ

i
ム
’
自
身
の
思
想
に
お
い
て
（
：
・
）
自
然
主
義
に
相
反
す
る
も

の
の
一
つ
は
、
観
念
説
に
対
す
る
彼
の
揺
る
ぎ
な
い
愛
蓑
で
あ
る
。

そ
の
〔
観
念
〕
説
は
、
い
く
つ
か
の
方
面
に
お
い
て
異
な
る
仕
方
で

追
求
し
え
た
か
も
し
れ
な
い
彼
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
展
を
妨
げ
る
も

の
で
あ
る
。
（
∞
g
c
p
S∞
T
N宏
一
括
弧
に
よ
る
補
足
、
傍
点
強
調

は
論
者
に
よ
る
）

ヒュームの自然主義解釈再考

ス
ト
ラ
ウ
ド
に
よ
れ
ば
、
セ
ユ

i
ム
哲
学
の
冒
頭
で
導
入
さ
れ
る
観

念
説
（
内
円
留
さ
急

L
∞
∞
同
一
見
E

色
）
は
、
人
関
本
性
に
立
脚
し
た
認
識

を
扱
う
自
然
主
義
と
う
ま
く
合
わ
な
い
。
印
象
や
観
念
は
、
「
心
の
う

ち
に
あ
る
も
の
（

5
5）」（
2
5
E
L
ψ
∞行

ω戸吋∞・
N
N
g
、
「
心
的
原
子

（
お
さ
き
）
」
（
認
さ
ca・
5
∞r
N
N
出
）
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
も
の
だ
け
で
は
、

入
閣
の
本
性
的
な
心
的
作
用
を
適
切
に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

現
象
を
た
だ
単
に
知
覚
す
る
だ
け
で
は
、
そ
れ
ら
が
い
か
な
る
原
理
で

生
じ
る
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
こ
の
点
は
盟
果
性
の
場
合
に
き
わ
め
て
明
白
に
現
れ
る
」
（
留
さ
怠
u

s∞r
N
N
G
）
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
が
因
果
性
を
理
解
す
る
仕
方
を
描

写
す
る
た
め
に
、
問
削
果
推
論
の
一
一
つ
の
原
理
と
、
「
必
然
的
結
合

2
2
2
g
q
8
5
0×
古
コ
）
」
の
印
象
、
観
念
を
持
ち
出
す
こ
と
に
開
題

が
あ
る
お
円
留
さ
三

L
∞∞
H
A
N
S
。
そ
し
て
ス
ト
ラ
ウ
ド
は
、
こ
の

必
然
的
結
合
の
印
象
と
観
念
を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
批
判
に
よ
っ
て
退

け
よ
う
と
す
る
。

第
一
に
観
念
の
側
へ
の
批
判
は
、
「
必
然
的
結
合
の
観
念
を
も
つ
こ

と
」
が
、
因
果
性
の
理
解
を
説
明
す
る
の
に
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う

指
摘
で
あ
る
。
（
門
司
・
盟
『
o
c
p
S∞
7
8
n
N
N
、
き
。
ス
ト
ラ
ウ
ド
は
、
国
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果
推
論
か
ら
事
物
鴇
の
必
然
的
結
合
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
偶

然
的
で
あ
っ
て
、
必
然
的
結
合
の
観
念
を
持
つ
こ
と
が
何
を
意
味
す
る

か
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
批
判
す
る
。
具
体
的
に
は
、
ス
ト
ラ
ウ
ド
は
、

必
然
的
結
合
の
観
念
を
持
つ
わ
れ
わ
れ
と
、
そ
れ
を
持
た
な
い
仮
想
的

主
体
を
考
え
、
そ
の
両
者
が
習
慎
的
推
論
を
問
題
な
く
実
行
で
き
る
と

一一一一向う（円円∞円
S
E
W
S∞
r
c
c’Y
N
N
や
お
）
。
わ
れ
わ
れ
は
原
因
と
結
果

と
さ
れ
る
対
象
に
つ
い
て
推
論
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
必
然
的
に
結
合

す
る
と
常
に
考
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
性
的
な
国
果
推

論
の
あ
り
方
か
ら
「
必
然
的
結
合
の
観
念
」
が
導
出
さ
れ
る
理
由
に
つ

い
て
、
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
第
二
に
、
印
象
の
側
に
は
、
必
然
的
結
合
の
印
象
と
観
念
の
関

部
の
ア
ポ
リ
ア
が
指
摘
さ
れ
る
お
円
留
さ
E
L
U∞
げ
∞
0
6
0

必
然
的
結

合
の
観
念
に
対
応
す
る
印
象
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ヒ
ュ
！
ム
哲

学
の
第
一
原
理
（
コ
ピ
l
原
理
）
（
互
に
反
す
る
。
必
然
的
結
合
の
印

象
は
因
果
誰
論
に
伴
、
っ
一
種
の
感
じ
と
い
っ
た
単
純
知
覚
で
あ
る
一
方
、

そ
の
観
念
は
対
象
間
の
関
係
を
表
す
も
の
で
あ
り
お
一
口
・
ω・N
・M
H

）、

複
合
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
印
象
と
観
念
は
、
内
容
に
関
し
て
類

似
し
て
お
ら
ず
、
コ
ピ

i
原
理
を
満
た
さ
な
い
。
以
上
ま
と
め
る
と
、

必
然
的
結
合
の
印
象
、
観
念
は
、
と
も
に
わ
れ
わ
れ
の
医
果
性
の
理
解

を
説
明
し
て
い
な
い
し
、
そ
も
そ
も
哲
学
内
部
の
矛
盾
の
掠
悶
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
ス
ト
ラ
ウ
ド
の
批
判
で
あ
る
。

マ
ウ
ン
ス
も
ま
た
、
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
の
解
釈
を
継
承
し
つ
つ
、
そ

の
解
釈
の
本
整
合
を
指
摘
す
る
。
マ
ウ
ン
ス
に
よ
れ
ば
、
ピ
ュ

i
ム
の

哲
学
に
は
経
験
論
的
側
面
と
自
然
主
義
的
慨
面
が
あ
り
、
前
者
が
後
者

に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
と
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
は
考
え
て
い
る
が
、
実
際
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に
は
こ
の
二
つ
の
側
面
は
、
「
単
に
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
相
容
れ
な
い
」

（玄。

g。
P
5
3忌
）
。
経
験
論
的
側
面
の
観
念
説
で
は
、
印
象
や
観
念

は
主
観
的
、
機
械
論
的
に
扱
わ
れ
る
。
一
方
、
人
間
本
性
の
探
求
の
た

め
に
は
、
主
観
的
な
領
域
と
、
そ
れ
を
超
越
す
る
外
的
世
界
と
の
関
係

を
扱
う
必
要
が
あ
る
た
め
に
、
主
観
的
に
限
定
さ
れ
た
機
械
論
と
は
相

容
れ
な
い
志
向
性
を
考
え
る
必
要
が
出
て
く
る
（
内
内
玄

2
5
0
w
s
u
p

p
g）
。
こ
こ
で
い
う
志
向
性
と
は
、
第
一
に
、
主
観
の
領
域
以
外
に
あ

る
存
在
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
き
の
仕
方
を
指
示
す
る
た
め
の
概
念
で

あ
る
が
、
同
時
に
心
が
仰
か
に
反
応
す
る
仕
方
を
表
す
概
念
で
も
あ
る
。

例
え
ば
、
誇
り
の
よ
う
な
情
念
が
生
じ
る
と
き
、
そ
こ
に
は
必
ず
自
己

の
概
念
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
自
己
は
、
主
観
的
領
域
に
現
れ
る
印
象

や
観
念
と
は
独
立
し
た
対
象
と
し
て
理
解
さ
れ
る
（
内
内
室
。
S
B
u

s
s…g）
。
そ
し
て
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
的
差
異
に
よ
り
、
観
念
説
は
人

間
本
性
の
探
求
に
は
不
適
合
で
あ
る
と
評
錨
さ
れ
る
。
こ
の
批
判
の
論

点
は
、
ヒ
ュ

l
ム
因
果
論
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。
必
然
的
結
合
の
印

象
は
、
主
観
的
な
感
じ
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
観
念
と
し
て
考
え
る

鴎
果
関
係
は
、
主
観
的
で
な
い
対
象
を
と
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

二
者
の
概
念
の
指
す
対
象
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
上
の
惹
異
に
よ
り
、
と
ュ
！

ム
の
試
み
は
頓
挫
す
る
こ
と
に
な
る
お
〔
玄
2
2
P
H
S
P
8
5
0

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
後
期
自
然
主
義
解
釈
は
、
人
関
本
性
の
探
求

手
段
で
あ
る
経
験
（
7
）
か
ら
、
主
観
的
な
印
象
、
観
念
を
核
と
す
る
観

念
説
の
体
系
を
、
ヒ
ュ
！
ム
本
来
の
自
的
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
し
て

退
け
る
。
代
わ
り
に
こ
の
立
場
は
、
観
念
説
に
よ
ら
な
い
自
然
主
義
的

部
分
に
関
し
て
と
ユ

i
ム
哲
学
を
評
錨
す
る
こ
と
で
、
整
合
的
な
解
釈

を
与
え
よ
う
と
す
る
。
例
え
ば
ス
ト
ラ
ウ
ド
は
、
観
念
説
か
ら
比
較
的

独
立
し
て
い
る
道
徳
論
に
対
し
、
よ
り
積
極
的
な
評
備
を
与
え
る
（
内
内

田

5
E
L
C∞
r
Nお
ふ
）
。
マ
ウ
ン
ス
も
、
と
ユ

i
ム
の
自
然
主
義
的
分

析
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
お
円
玄
2
2
P

5
3
A
3
、
観
念
論
の
適
用
が
な
け
れ
ば
、
ヒ
ュ
！
ム
哲
学
は
よ
り
整

合
的
だ
っ
た
と
た
び
た
び
言
及
し
て
い
る
お
内
玄
2
5
P
S
S
h
o
a
r

ω、下∞）。
穏
や
か
な
情
念
か
ら
み
る
印
象
の
ニ
義
性

以
上
、
ヒ
ュ
！
ム
哲
学
の
自
然
主
義
解
釈
の
展
開
を
確
認
し
て
き

た
。
以
降
で
は
、
後
期
自
然
主
義
解
釈
が
観
念
説
を
退
け
る
論
理
が
妥

当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
ヒ
ュ

i
ム
自
身
の
言
葉
に
沿
っ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。
ヒ
ュ

l
ム
の
「
本
性
論
」
第
一
巻
第
一
部
、
第
二
部
や
「
知

性
研
究
い
第
二
節
は
、
印
象
や
観
念
の
基
本
的
性
質
が
導
入
さ
れ
る
箇

所
で
あ
る
と
問
時
に
、
後
期
自
然
主
義
解
釈
の
批
判
に
あ
て
は
ま
る
記

述
が
み
ら
れ
る
笛
所
で
も
あ
る
。
例
え
ば
ヒ
ュ
！
ム
は
、
わ
れ
わ
れ
の

知
覚
に
対
し
て
、
「
人
間
の
心
の
あ
ら
ゆ
る
知
覚
は
、
私
が
印
象
と
観

念
（
：
・
）
解
消
さ
れ
る
」
（
叶
－

H・H・H－r
n門
戸
N
・ω）
と
い
う
。
ま
た
、

こ
の
箇
所
か
ら
し
ば
ら
く
後
に
、
「
知
覚
以
外
の
何
も
の
も
、
心
に
現

れ
て
は
こ
な
い
」
（
斗
い
い
∞
・
戸
内
向
、
円
ω・H
・H
・N
）
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

知
覚
は
も
っ
ぱ
ら
心
の
中
の
存
在
と
い
う
意
味
で
主
観
性
を
も
ち
、
わ

れ
わ
れ
の
心
に
関
わ
る
も
の
は
、
す
べ
て
知
覚
で
あ
る
と
い
う
包
括
性

を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
本
性
論
」
に
お
い
て
、
ヒ
ュ
！
ム
は
「
「
印

象
」
と
い
う
単
語
で
、
（
・
：
）
知
覚
が
魂
の
う
ち
に
生
み
出
さ
れ
る
様

式
で
は
な
く
、
た
だ
単
に
知
覚
そ
の
も
の
を
表
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ

た
い
」
（
HH・H・H－Z
）
と
一
一
一
一
口
う
。
そ
こ
で
ヒ
ュ

i
ム
は
、
知
覚
が
、
知



党
が
現
れ
る
様
式
や
仕
方
で
は
な
く
、
現
れ
、
現
象
そ
の
も
の
を
意
味

す
る
と
い
う
意
味
で
、
知
覚
の
現
象
性
を
考
え
て
い
る
。
ま
と
め
る
と
、

印
象
や
観
念
は
、
た
だ
主
観
的
に
与
え
ら
れ
、
か
つ
知
覚
さ
れ
る
も
の

そ
れ
自
体
を
指
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
館
所
に
つ
い
て
は
、
後
期
自
然

主
義
解
釈
の
批
判
が
適
切
に
あ
て
は
ま
る
。
こ
の
場
合
、
印
象
や
観
念

は
主
観
的
な
現
象
で
あ
っ
て
、
心
の
本
能
や
傾
向
性
自
体
を
指
す
わ
け

で
も
な
い
し
、
そ
れ
ら
を
把
握
す
る
こ
と
に
直
接
関
係
し
な
い
か
ら
で

あ
る
。さ
て
、
知
覚
の
主
観
性
や
現
象
性
は
、
す
ぐ
後
の
盲
人
の
例
（
内
片

付
H

・H
－y
p
問
N
・3

の
よ
う
に
、
外
的
感
覚
が
問
題
と
な
る
と
き
に
は
、

確
か
に
明
白
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
意
識
は
、
す
べ
て

の
議
論
で
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
知
覚
の
一
種
で
あ
る

信
念
を
激
し
い
（
i
o
Z
E）
情
念
と
穏
や
か
な
（

g
Z）
情
念
に
分
け

る
際
、
ヒ
ュ

l
ム
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

ヒュームの自然主義解釈再考

反
省
の
印
象
は
（
・
：
）
殺
や
か
な
靖
念
と
激
し
い
情
念
に
分
け
ら
れ

る
。
行
動
、
構
成
や
外
的
対
象
の
美
、
醜
さ
の
感
覚
は
第
一
の
種
類

で
あ
り
、
愛
や
増
し
み
、
悲
し
み
ゃ
喜
び
、
誇
り
や
卑
下
と
い
っ
た

情
念
は
第
二
の
種
類
で
あ
る
。
こ
の
区
分
は
正
確
で
あ
る
と
は
ほ
ど

速
い
。
詩
や
音
楽
に
よ
る
悦
抱
は
し
ば
し
ば
は
な
は
だ
し
い
高
み
に

至
る
。
一
方
で
、
正
確
に
は
憶
念
と
い
う
べ
き
そ
の
よ
う
な
他
の
印

象
も
、
非
常
に
柔
和
な
鵠
惑
に
衰
微
し
、
あ
る
意
味
で
は
知
覚
で
き

な
い
（
古

ω
5
8
5『
L
5宮
2
8号
芯
）
ま
で
に
な
る
。
（
叶
－
N
・H
・H
・日

傍
点
強
爵
は
論
者
、
ゴ
シ
ッ
ク
強
調
は
ヒ
ュ

l
ム
に
よ
る
）

103 

こ
こ
で
ヒ
ュ

i
ム
は
、
激
し
い
情
念
と
穏
や
か
な
憶
念
に
分
類
さ
れ

る
情
念
が
共
に
反
対
の
も
の
に
な
り
う
る
と
一
一
一
一
口
う
が
、
そ
こ
で
穏
や
か

な
情
念
を
、
「
あ
る
意
味
で
は
知
覚
で
き
な
い
」
と
特
散
づ
け
て
い
る
。

同
様
に
し
て
、
理
性
の
作
用
の
仕
方
に
つ
い
て
と
ュ

i
ム
が
語
る
と
き
、

穏
や
か
な
情
念
が
現
れ
る
。

あ
る
種
の
穏
や
か
な
欲
求
や
傾
向

Z
E
g
i
g）
が
存
在
し
、
こ

れ
ら
は
真
な
る
清
念
で
あ
る
が
、
心
に
ほ
と
ん
ど
惜
動
を
生
み
出
さ

ず
、
車
接
的
な
感
じ
ゃ
感
覚
よ
り
も
む
し
ろ
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
知

ら
れ
る
（
2
0
2
ぎ
。
者
ロ
ゲ
〕
三
宮
町
え
P
2
2
y
g
σ
可
同
町
立

5
5
a
z
z

p
oロ蒜
2
8
5色
。
ロ
）
。
（
汁
N
・ω・ω・
∞
一
傍
点
強
調
は
論
者
に
よ
る
）

こ
こ
で
も
穏
や
か
な
慣
念
は
、
「
直
接
的
な
感
じ
ゃ
感
覚
」
と
分
離

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
知
覚
で
あ
る
は
ず
の
穏
や
か
な
情
念
を
扱
う
際
、

同
時
に
ヒ
ュ

I
ム
は
知
覚
の
主
観
性
や
現
象
性
を
破
っ
て
い
る
。
加
え

て
、
穏
や
か
な
清
念
は
、
「
本
性
に
植
え
つ
け
ら
れ
た
あ
る
懇
の
本
詑
」

（
目
立
件
）
と
表
現
さ
れ
、
ま
さ
に
本
能
と
い
っ
た
原
理
的
な
も
の
と
同

列
に
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
穏
や
か
な
鵠
念
に
関
し
て
は
、

い
く
つ
か
補
足
的
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

四

穏
や
か
な
構
念
を
め
ぐ
る
問
題

第
一
に
問
題
と
な
る
の
は
、
種
や
か
な
清
念
の
設
定
的
な
現
象
的
鶴

顕
で
あ
る
。
穏
や
か
な
情
念
が
登
場
す
る
筒
所
で
は
、
共
に
非
現
象
性

が
特
骸
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
印
象
や
観
念
の
導
入
笛
所
で

述
べ
ら
れ
る
特
殻
は
、
端
的
に
相
容
れ
な
い
。
た
だ
、
引
用
笛
所
を
み
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る
と
、
第
一
の
引
用
に
お
け
る
「
知
覚
で
き
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
「
あ

る
意
味
で
」
と
修
飾
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
第
二
の
引
用
で
も
、
現
象
的

側
面
は
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
事
情
に
つ
い
て
、

と
ユ

i
ム
自
身
や
ヒ
ュ

i
ム
解
釈
者
は
明
示
的
な
答
え
を
与
え
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、
第
二
の
引
用
に
お
け
る
「
影
響
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
」

と
い
う
一
言
葉
を
手
が
か
り
と
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

例
え
ば
ヒ
ュ

i
ム
は
、
わ
れ
わ
れ
の
行
為
に
お
け
る
自
由
の
感
じ
を
考

え
る
と
き
に
、
こ
れ
と
類
似
す
る
描
写
を
行
っ
て
い
る
（
8
）。

わ
れ
わ
れ
が
み
い
だ
す
よ
う
に
、
人
間
の
行
為
を
反
省
す
る
際
に
そ

の
よ
う
な
放
逸
さ
、
無
差
別
さ
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
い
が
、
（
：
・
）

そ
の
行
為
自
体
を
遂
行
す
る
際
に
は
、
そ
れ
に
似
た
何
か
を
感
じ
て

い
る
。
（
：
・
）
わ
れ
わ
れ
は
、
自
身
の
う
ち
に
、
〔
無
差
別
の
〕
自
由

を
感
じ
る
と
想
像
で
き
る
。
し
か
し
、
観
察
者
は
普
通
わ
れ
わ
れ
の

動
機
や
性
格
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
行
為
を
推
論
で
き
る
。
（
H

N
・ω・N－
N

括
弧
に
よ
る
補
足
は
論
者
に
よ
る
）

こ
の
引
用
内
の
動
機
は
、
行
為
の
瞬
間
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
方
、

行
為
を
反
省
・
観
察
す
る
立
場
に
な
る
と
知
覚
可
能
な
も
の
と
な
る
。

さ
て
こ
の
動
機
は
、
少
な
く
と
も
次
の
意
味
で
「
直
接
的
感
じ
、
感
覚
」

と
は
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
青
の
知
覚
が
青
い
色
を
見
て
い
る

瞬
間
に
同
時
に
成
立
し
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
こ
の
動
機
の
知
覚
は
、

当
の
動
機
が
行
為
を
生
み
出
す
瞬
間
で
は
な
い
時
点
で
の
事
後
的
知
覚

で
あ
り
、
反
省
的
に
後
か
ら
知
覚
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
に
、
穏
や

か
な
情
念
の
現
象
性
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
（
9
）O

あ
る
場
合
に

現
象
的
性
質
を
失
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
別
の
仕
方
で
現
象
と
し
て
現

れ
る
機
会
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
穏
や
か
な
情
念
は
ヒ
ュ
！
ム
哲
学
に

組
み
込
ま
れ
う
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
こ
の
動
機
が
一
種
の
知
覚
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上

で
、
そ
の
知
覚
が
印
象
と
観
念
に
分
け
ら
れ
る
際
の
基
準
に
つ
い
て
考

え
た
い
。
己
ュ
！
ム
は
可
知
性
研
究
」
に
お
い
て
、
同
じ
く
鮮
明
さ
に

よ
る
区
分
を
提
示
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

怒
り
の
発
作
に
あ
る
人
は
、
た
だ
そ
の
矯
動
〔
怒
り
〕
を
考
え
る
人

と
は
非
常
に
異
な
る
仕
方
で
動
か
さ
れ
る
。
も
し
あ
る
人
が
恋
を
し

て
い
る
と
あ
な
た
が
い
う
な
ら
、
私
は
容
易
に
あ
な
た
の
い
っ
て
い

る
こ
と
を
理
解
し
、
そ
の
入
の
状
況
に
つ
い
て
の
適
当
な
想
念
を
形

成
す
る
。
し
か
し
私
は
そ
の
想
念
を
、
そ
の
情
念
〔
恋
〕
の
実
際
の

乱
れ
（
島

g
a
o
g）
や
動
揺
（
お
を
き

g
出
）
と
決
し
て
取
り
違
え
る

こ
と
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
過
去
の
情
感
や
感
情
を
反
省
す
る
と

き
、
（
：
・
）
そ
の
対
象
を
真
に
模
写
す
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
は
じ
め

の
知
覚
が
ま
と
っ
て
い
る
色
合
い
と
比
較
し
て
、
そ
の
〔
反
省
の
観

念
の
〕
色
合
い
は
微
弱
で
く
す
ん
で
い
る
。
（
同
N
－

N
括
弧
に
よ
る

補
足
は
論
者
に
よ
る
）

こ
の
箇
所
で
は
二
点
に
着
目
し
た
い
。
第
一
に
、
こ
こ
で
は
反
省
を

通
じ
て
情
念
の
観
念
が
得
ら
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
は
前
述
の
行

為
者
と
観
察
者
の
違
い
の
例
に
適
用
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
動
機
を
後

で
反
省
す
る
と
き
と
、
行
為
を
遂
行
す
る
瞬
間
が
包
分
さ
れ
、
実
際
に

心
が
動
か
さ
れ
、
行
為
を
遂
行
す
る
際
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
動
機
の
印



象
を
持
つ
一
方
、
そ
の
行
為
を
反
省
す
る
際
に
は
、
動
機
の
観
念
を
持

っ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
観
念
の
事
後
的
知
覚
と
い
う
仕
方
で
、

穏
や
か
な
情
念
に
類
す
る
動
機
は
、
ヒ
ュ

i
ム
哲
学
の
枠
組
み
に
加
え

ら
れ
う
る
。

第
二
に
、
鮮
明
さ
と
と
も
に
「
乱
れ
」
や
「
動
揺
」
が
登
場
し
、
そ

れ
ら
が
印
象
と
観
念
を
区
別
す
る
別
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
こ

の
筒
所
で
は
、
こ
れ
ら
が
指
示
す
る
も
の
が
明
瞭
で
・
な
い
た
め
、
別
の

笛
所
の
「
乱
れ
」
の
用
法
を
確
認
し
た
り
ぬ
）
。
乱
れ
が
印
象
と
観
念

を
区
分
す
る
爵
法
は
既
に
確
認
し
た
が
、
他
の
文
脈
で
は
、
乱
れ
は
別

の
役
割
を
担
う
。

こ
れ
ら
の
情
念
の
あ
る
も
の
が
穏
や
か
で
、
魂
に
乱
れ
を
引
き
起
こ

さ
な
い
と
き
、
そ
れ
ら
は
容
易
に
理
性
に
よ
る
決
定
と
間
違
わ
れ
る
。

（叶・
N
・ω・ω・∞）

ヒュームの自然主義解釈再考

こ
こ
で
一
吉
わ
れ
る
よ
う
に
、
穏
や
か
な
靖
念
は
乱
れ
を
引
き
起
こ
さ

な
い
一
方
で
、
激
し
い
矯
念
は
乱
れ
を
引
き
起
こ
す
（
円
円
、
H
J
N
N
・N
・N
N
）。

つ
ま
り
、
乱
れ
の
有
無
は
、
鵠
念
の
激
し
さ
／
穏
や
か
さ
を
区
分
し
て

い
る
。
さ
て
、
こ
の
二
つ
の
意
味
の
乱
れ
が
も
っ
共
通
の
基
準
は
、
鮮

明
な
現
象
の
有
無
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
激
し
い
情
念
は
鮮
明
に
感
じ

ら
れ
る
が
、
穏
や
か
な
情
念
や
情
念
の
観
念
は
鮮
明
な
感
じ
を
残
さ
な

い
。
し
か
し
な
お
、
穏
や
か
な
鵠
念
は
印
象
で
あ
る
（

nm
吋
－
N
・H
・H
・8
0

す
る
と
、
印
象
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鮮
明
で
は
な
い
知
覚
が
存

在
す
る
こ
と
に
な
る
。

現
象
的
鶴
面
を
度
外
視
し
て
な
お
穏
や
か
な
憶
念
が
印
象
で
あ
る
な
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ら
、
何
が
そ
の
根
拠
と
な
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
一
種
の
情
念
の
共

通
性
質
を
考
え
る
こ
と
で
、
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
つ
の

情
念
は
、
心
に
作
用
し
て
知
覚
や
行
為
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
例
え
ば
、

激
し
い
情
念
は
「
鮮
明
に
わ
れ
わ
れ
を
打
ち
、
（
：
・
）
あ
る
仕
方
で
、

わ
れ
わ
れ
の
考
察
を
強
い
、
（
：
・
）
注
意
を
引
き
つ
け
、
地
の
対
象
へ

注
意
が
向
か
わ
な
い
よ
う
に
す
る
」

2
・N
・N
・N
U
）
。
ま
た
穏
や
か
な
惜

念
も
、
行
為
者
と
観
察
者
の
註
別
の
引
用
併
に
お
い
て
、
行
為
の
瞬
関

に
行
為
者
に
影
響
し
、
行
為
を
遂
行
さ
せ
る
。
…
方
で
情
念
の
観
念
は

心
へ
の
作
用
が
弱
い
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
「
非
常
に
異
な
る
仕
方
で

動
か
さ
れ
る
」
（
出
N
N
）
。
つ
ま
り
、
心
に
対
す
る
影
響
の
強
さ
が
、

印
象
と
観
念
を
区
分
す
る
基
準
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
五
）
O

五

必
然
的
結
合
の
印
象
と
習
墳
の
二
菌
性

以
上
考
察
し
て
き
た
知
覚
の
非
現
象
的
側
面
は
、
後
期
自
然
主
義
解

釈
の
批
判
に
応
答
す
る
論
点
を
与
え
る
。
備
え
ば
、
マ
ウ
ン
ス
は
、
知

覚
の
主
観
的
機
械
論
が
合
意
す
る
こ
と
の
な
い
志
向
性
を
、
独
立
し
た

世
界
に
対
す
る
心
の
反
応
の
観
点
か
ら
考
え
（
内
内
玄
。

5
2
L
S
P
N

N
F
ω
∞
）
、
こ
の
観
点
が
付
け
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
ヒ
ュ

i
ム
哲
学
は

経
験
論
的
体
系
か
ら
説
却
し
、
難
点
を
克
服
で
き
る
と
言
う
（
円
円

玄

2
2
8
L
S
P
S。
し
か
し
、
心
に
対
す
る
影
響
と
い
う
観
点
を
含

む
知
覚
は
、
間
接
的
に
で
は
あ
れ
、
心
の
反
志
能
力
に
関
わ
る
た
め
、

後
期
自
然
主
義
解
釈
の
よ
う
に
印
象
や
観
念
に
よ
る
体
系
の
構
築
を
放

棄
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
印
象
や
観
念
は
心
の
中
の
現

象
と
い
う
本
来
の
主
観
的
意
味
を
も
っ
一
方
で
、
そ
れ
自
体
心
に
対
し

て
影
響
を
及
培
す
と
い
う
機
能
を
内
包
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
単
な
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る
現
象
で
は
な
い
心
を
対
象
化
し
、
そ
の
皮
応
性
に
つ
い
て
言
及
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
の
第
七

節
で
、
「
志
向
性
」
の
視
点
か
ら
補
強
し
た
い
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の

議
論
は
、
ヒ
ュ
！
ム
が
情
念
な
い
し
自
由
に
つ
い
て
論
じ
た
箇
所
に
摂

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
ヒ
ュ

i
ム
哲
学
一
般
に
適
用
可
能
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
や
は
り
後
期
自
然
主
義
解
釈
が
と
り
あ
げ
、

批
判
し
た
ヒ
ュ
！
ム
因
果
論
を
具
体
例
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
と

同
じ
視
点
を
と
り
う
る
か
ど
う
か
を
検
証
し
た
い
。

ヒ
ュ
！
ム
に
よ
れ
ば
、
由
果
推
論
は
、
習
噴
（

g∞
言
語
）
に
よ
る
知

覚
の
推
移
と
し
て
成
立
す
る
お
一
＝
・
ω・∞・
ω内
）
と
共
に
、
わ
れ
わ
れ

は
そ
の
推
論
の
際
に
必
然
的
結
合
の
印
象
を
獲
得
す
る
青
山
J

H
「
ω・区－
r
N
N
）
。
換
書
す
れ
ば
、
こ
の
推
論
に
お
い
て
、
推
論
の
規
定
、

つ
ま
り
あ
る
対
象
の
知
覚
後
、
特
定
の
対
象
が
限
定
的
に
知
覚
さ
れ
る

と
い
う
感
じ
が
与
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
マ
ウ
ン
ス
も
指
摘
す

る
よ
う
に
お
内
玄

2
2
0
L
s
p
s
b）
、
わ
れ
わ
れ
の
経
験
と
合
致

し
な
い
。
確
か
に
わ
れ
わ
れ
は
、
現
前
す
る
対
象
を
み
て
、
そ
れ
に
関

連
す
る
対
象
を
想
起
す
る
こ
と
が
あ
る
。
照
明
の
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
と
き
、
部
屋
が
明
る
く
な
る
場
面
を
思
い
起
こ
す
と
い

う
こ
と
は
、
自
然
に
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
推
論
の
あ
ら
ゆ
る
事
例
に

お
い
て
、
知
覚
の
推
移
に
伴
う
感
じ
が
あ
る
と
は
一
一
一
一
口
い
難
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
わ
れ
わ
れ
が
因
果
性
を
理
解
す
る
こ
と
を
説
明
す
る
の
に
、
必
然

的
結
合
の
印
象
は
機
能
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

そ
こ
で
、
別
の
角
度
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
た
い
。
ヒ
ュ

i
ム
の
い

う
習
慣
は
、
推
論
を
発
動
さ
せ
る
と
共
に
、
必
然
的
結
合
の
印
象
を
生

み
出
す
原
理
で
も
あ
る
。
た
だ
、
日
常
経
験
さ
れ
る
よ
う
に
、
習
慣
に

は
、
反
復
に
よ
り
、
経
験
の
過
程
を
非
感
性
化
す
る
作
用
も
あ
る
。

ヒ
ュ
！
ム
も
ま
た
こ
の
性
質
に
気
づ
い
て
お
り
、
例
え
ば
穏
や
か
な
情

念
が
狩
動
原
理
を
生
み
出
す
仕
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

あ
る
情
念
が
二
投
安
定
し
た
行
動
原
理
と
な
り
、
魂
の
支
配
的
な
傾

性
（
古
の
一
一
s
t
o
p
）
と
な
る
と
き
、
通
常
、
信
念
は
も
は
や
、
い
か

な
る
可
感
的
な
動
揺
も
生
み
出
さ
な
い
。
反
復
的
な
習
噴
、
そ
し
て

情
念
自
体
の
力
は
、
（
：
・
）
あ
ら
ゆ
る
瞬
関
に
噴
出
す
る
情
念
に
き

わ
め
て
自
然
に
伴
う
対
立
や
情
動
な
し
に
、
行
為
や
行
い
を
規
整
す

る
。
（
H

N
・ω・AF
・y
n一向－
C
・O
・mY
尽
u

傍
点
に
よ
る
強
調
は
論
者
に
よ
る
）

習
慣
的
に
反
復
さ
れ
た
情
念
は
、
行
為
を
導
く
際
に
可
感
的
性
質
を

伴
わ
な
い
。
つ
ま
り
、
習
慣
は
反
復
さ
れ
た
過
程
を
感
じ
ら
れ
な
い
も

の
に
す
る
。
さ
て
、
同
様
の
こ
と
が
因
果
推
論
に
お
い
て
も
あ
て
は
ま

る。
原
因
と
結
果
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
判
顕
す
べ
て
が
も
と
づ
い
て
い

る
過
去
の
経
験
は
、
決
し
て
気
づ
か
れ
な
い
ほ
ど
に
感
じ
ら
れ
な
い

（吉∞

g∞
変
色
仕
方
で
わ
れ
わ
れ
の
心
に
作
用
し
、
あ
る
程
度
ま
で
は
、

わ
れ
わ
れ
に
知
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
ま
で
あ
り
う
る
。

（同「
ω
・∞－
M

一戸内内出品・∞）

こ
の
箇
所
で
は
、
過
去
の
恒
常
的
随
伴
の
経
験
が
非
感
性
化
の
対
象

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
文
が
合
意
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
に
と
ど
ま
る

よ
う
に
は
み
え
な
い
。
こ
こ
で
「
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
さ
れ
る
「
作
用
」



は
、
規
定
に
よ
っ
て
相
関
項
を
想
う
心
の
作
用
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

作
用
に
は
、
規
定
と
同
一
視
さ
れ
た
必
然
的
結
合
の
印
象
の
知
覚
も
含

ま
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
習
慣
は
、
確
か

に
必
然
的
結
合
の
印
象
を
生
み
出
す
原
理
で
あ
る
一
方
、
推
論
の
反
復

に
よ
り
、
そ
の
印
象
を
現
象
と
し
て
知
覚
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。
他

方
、
前
節
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
心
に
作
用
し
て
推
論
を
導
く

と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
必
然
的
結
合
の
印
象
は
穏
や
か
な
情
念
と
似

た
仕
方
で
機
能
す
る
。
ま
た
、
国
巣
推
論
に
お
い
て
実
際
に
規
定
の
感

じ
が
現
れ
る
と
き
は
、
そ
の
却
象
の
現
象
的
側
面
が
前
面
に
出
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
後
期
自
然
主
義
解
釈
の
批
判
に
対
し

て
、
次
の
よ
う
に
返
答
で
き
る
だ
ろ
う
。
必
然
的
結
合
の
印
象
は
、
穂

や
か
な
憤
念
の
よ
う
に
、
現
象
と
し
て
知
覚
さ
れ
る
こ
と
と
、
わ
れ
わ

れ
の
心
の
動
き
を
規
定
し
、
次
の
知
覚
を
定
め
る
と
い
う
、
二
面
性
を

も
っ
た
印
象
な
の
で
、
印
象
概
念
や
「
経
験
」
を
放
棄
す
る
に
は
あ
た

ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ヒュームの告然主義解釈再考

...I四／、、

印
象
の
こ
菌
性
と
経
験
に
よ
る
確
註

以
上
考
察
し
て
き
た
印
象
の
ご
菌
性
は
、
後
期
自
然
主
義
解
釈
の
難

点
を
補
完
す
る
。
ヒ
ュ

i
ム
は
、
入
関
本
性
を
探
求
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
そ
の
手
段
を
経
験
に
求
め
た
お
円
、
吋
・
日
・

kg
が
、
ス
ト
ラ
ウ
ド

や
マ
ウ
ン
ス
は
、
観
念
説
と
い
う
枠
組
み
の
不
備
を
理
由
に
、
こ
れ
ら

を
経
験
か
ら
捨
象
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
態
度
で
は
、
ヒ
ュ

l

ム
の
開
題
意
識
や
哲
学
的
方
法
を
う
ま
く
捉
え
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
理
由
は
、
ヒ
ュ

i
ム
が
あ
る
種
の
心
の
作
用
を
把
握
す
る
国
難
さ

を
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
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精
神
学
に
は
、
（
・
：
）
こ
れ
に
特
有
の
不
使
さ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
実
験
的
経
験
な
ζ
2
5
8同
）
を
集
め
る
惚
旬
、
意
罰
的
に
、
あ

ら
か
じ
め
計
画
し
て
、
そ
し
て
生
じ
う
る
倍
々
の
鴎
難
す
べ
て
に
関

し
て
満
足
の
い
く
仕
方
で
、
精
神
学
は
実
験
的
経
験
を
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
。
（
：
・
）
精
神
学
に
お
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
（
：
・
）
世

間
の
日
常
的
過
程
に
お
い
て
、
交
際
、
業
務
、
娯
楽
に
お
け
る
人
の

振
舞
い
を
通
じ
て
、
そ
の
実
験
的
経
験
が
現
れ
る
ま
ま
に
と
ら
‘
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
（
ご
い
o
w
n円向日・

5
）

こ
の
よ
う
に
ヒ
ュ

i
ム
は
、
わ
れ
わ
れ
の
心
の
作
用
の
探
求
に
つ
い

て
、
そ
の
繊
細
さ
に
よ
り
慎
重
を
期
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
し

て
こ
の
態
度
は
、
因
果
推
論
の
場
合
に
も
み
ら
れ
る
。

つ
い
て
の
信
念
を
形
成
す
る
こ
の
心
の
作
用
は
、
こ
れ

ま
で
哲
学
の
最
大
の
謎
の
一
つ
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
・
：
）

こ
の
〔
…
信
念
形
成
の
〕
主
題
を
完
全
に
理
解
す
る
と
考
え
る
と
き
で

も
、
私
の
真
意
を
表
現
す
る
単
語
に
器
っ
て
し
ま
う
。
（
・
：
）
こ
の
〔
因

果
推
論
の
〕
様
式
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
（
：
・
）
心
の
作
用

の
完
全
な
思
念
を
与
え
る
た
め
に
、
万
人
の
感
じ
に
頼
ら
ざ
る
を
え

な
い
。
（
ベ
－
M

・ω・吋・ベ〉日
y
Q一向印・
H

い
山
一
括
弧
に
よ
る
檎
足
、
傍
点
強
調

は
論
者
に
よ
る
）

こ
こ
で
ヒ
ュ

i
ム
は
、
因
果
推
論
を
行
う
心
の
作
用
に
つ
い
て
、
わ

れ
わ
れ
自
身
に
一
種
の
内
観
を
試
み
る
こ
と
を
要
請
し
、
そ
の
際
に
生

じ
る
一
韓
の
感
じ
に
依
拠
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
筒
所
で
は
、
こ
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の
感
じ
は
、
「
心
に
対
す
る
観
念
の
感
じ
」
、
信
念
の
「
優
れ
た
力
、
活

気
、
確
固
さ
、
堅
固
さ
、
安
定
」
（

E
P）
を
意
味
し
、
こ
の
感
じ
が

必
然
的
結
合
の
印
象
を
直
接
指
す
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
ヒ
ュ

l
ム

は
閤
果
推
論
の
様
式
を
論
じ
終
え
、
元
の
問
題
に
戻
っ
た
と
き
に
、
こ

の
よ
う
に
述
べ
る
。

頻
繁
な
反
復
の
あ
と
で
私
は
み
い
だ
す
が
、
一
方
の
対
象
が
現
れ
て

す
ぐ
に
、
心
は
習
慣
に
よ
っ
て
、
そ
の
い
つ
も
の
同
伴
者
を
想
う
よ

う
に
、
そ
れ
も
第
一
の
対
象
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
よ
り
強
い
光
の

も
と
で
想
う
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
印
象
、
な
い
し

は
規
定
こ
そ
は
、
私
に
必
然
性
の
観
念
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

（ベ・「
ω・Hh
肝・一戸）

こ
こ
で
、
「
強
い
光
の
も
と
で
想
う
」
こ
と
は
、
心
の
習
慣
的
規
定

に
由
来
す
る
。
つ
ま
り
、
単
に
観
念
が
鮮
明
に
想
わ
れ
る
の
と
は
異
な

る
様
式
で
、
推
論
さ
れ
た
観
念
は
想
わ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
感
じ
に
は
、

鮮
明
化
さ
れ
た
対
象
だ
け
で
な
く
、
規
定
の
感
じ
で
あ
る
必
然
的
結
合

の
印
象
が
含
ま
れ
る
と
患
わ
れ
る
。

論
者
が
思
う
に
、
こ
の
事
態
は
、
次
の
よ
う
な
ヒ
ュ
！
ム
の
意
閣
を

示
し
て
い
る
。
ヒ
ュ

i
ム
は
、
必
然
的
結
合
の
印
象
の
現
象
的
側
面
を

内
観
を
通
じ
て
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
一
般
に
因
果
推
論
と
い
う
心
的

作
用
が
働
く
こ
と
を
期
間
接
的
に
確
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
担
。
一
方
、

後
期
自
然
主
義
解
釈
で
は
、
経
験
か
ら
観
念
説
の
体
系
を
捨
象
す
る
た

め
、
結
果
と
し
て
こ
の
点
を
看
過
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
こ
の
立
場
は
、

例
え
ば
心
的
作
用
の
一
般
的
解
明
や
、
学
の
対
象
と
な
る
観
念
に
対
応

す
る
印
象
の
捷
一
本
を
姫
む
と
し
て
ヒ
ュ

i
ム
の
批
判
対
象
と
な
っ
て
い

る
数
学
者
や
哲
学
者
待
問
、
ご
・
ω・H
H）
の
よ
う
な
人
物
に
、
ま
さ
に

と
ユ

i
ム
自
身
を
含
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
難

点
を
克
報
す
る
た
め
に
も
、
印
象
や
観
念
と
い
っ
た
概
念
を
ヒ
ュ
！
ム

哲
学
の
体
系
に
残
す
こ
と
は
、
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

七
直
接
実
在
論
と
志
向
性

最
後
に
、
ヒ
ュ
！
ム
の
観
念
説
と
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
的
な
知
覚
観

の
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
本
稿
の
、
王
張
を
補
強
し
て
お
き
た
い
。

確
か
に
、
観
念
説
が
導
入
さ
れ
る
箇
所
で
は
、
知
覚
の
現
象
性
お
よ
び

包
括
性
は
揺
る
ぎ
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
マ
ウ
ン

ス
に
よ
る
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
的
差
異
」
、
「
志
向
性
の
欠
如
」
と
い
う
批
判

も
適
切
で
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
し
か
し
、
知
覚
の
現
象
性
、
住
括

性
が
消
失
し
ま
っ
て
い
る
箆
所
も
確
か
に
存
在
す
る
。
併
え
ば
そ
の
一

つ
は
、
『
本
性
論
』
第
一
巻
第
四
部
第
二
節
に
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
。

こ
の
節
で
は
、
感
官
へ
の
懐
疑
を
通
じ
て
、
対
象
の
二
重
存
在
説
や
、

と
ュ
！
ム
自
身
の
観
念
説
が
導
出
さ
れ
る
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

そ
の
出
発
点
と
し
て
想
定
さ
れ
る
「
一
般
人
（
F
o
g一
宮
『
）
」
の
知
覚
は
、

そ
の
二
つ
の
体
系
と
は
明
確
に
異
な
る
。
節
の
冒
頭
、
「
物
体
は
存
在

す
る
か
」
（
4
・H
・AG・
む
と
い
う
こ
と
が
「
当
然
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
（
F
E・
）
と
念
を
押
し
な
が
ら
、
ヒ
ュ
！
ム
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

人
類
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
、
そ
し
て
哲
学
者
自
身
す
ら
、
彼
ら
の
人

生
の
き
わ
め
て
多
く
の
部
分
、
彼
ら
の
知
覚
を
自
身
の
唯
一
の
対
象

と
考
え
、
心
に
密
に
現
前
し
て
い
る
当
の
存
在
は
、
実
在
す
る
物
体



な
い
し
物
質
的
存
在
で
あ
る
と
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こ
こ
で
と
ュ

i
ム
は
、
観
念
説
に
よ
る
知
覚
観
で
は
な
く
、
知
覚
さ

れ
て
い
る
も
の
が
物
質
的
存
在
で
あ
る
と
い
う
寵
接
実
在
論
が
、
大
部

分
の
期
間
、
人
間
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
哲
学
者
、
そ
し
て
ヒ
ュ

i
ム
に
も
あ
て
は
ま
る
。
た
と
え
哲
学
者

も
し
く
は
と
ュ

i
ム
が
、
直
接
実
在
論
的
な
知
覚
観
の
矛
腐
を
避
け
る

べ
く
別
の
体
系
を
考
え
る
と
し
て
も
、
一
度
「
思
考
を
緩
め
る
や
否
や
、

人
間
本
性
が
動
い
て
、
わ
れ
わ
れ
を
本
能
や
自
然
的
鋳
動
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
意
見
へ
と
押
し
戻
」
（
同
「
品
・
N
－mr
傍
点
強
調
は
論
者
に
よ
る
）

し
て
し
ま
う
。

さ
て
、
以
上
の
こ
と
は
、
観
念
説
と
い
う
体
系
の
心
理
的
限
界
を
示

し
て
い
る
と
向
時
に
、
そ
れ
が
世
界
を
解
釈
す
る
際
の
道
具
的
な
枠
組

み
と
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
人
間
本
性
が
示
す
直
接
実

在
論
の
見
方
が
、
わ
れ
わ
れ
の
呂
常
を
支
配
し
て
い
る
な
か
で
、
観
念

説
は
、
主
に
感
性
的
な
要
素
を
軸
に
し
て
人
間
の
共
通
経
験
を
秩
序
づ

け
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
注
意
す
べ
き
は
、
「
知
覚
以
外
の
何
も
の
も
、

心
に
現
わ
れ
て
は
こ
な
い
。
（
・
：
）
外
的
対
象
が
わ
れ
わ
れ
に
知
ら
れ

る
の
は
、
た
だ
〔
外
的
対
象
〕
が
生
じ
さ
せ
る
知
覚
（
℃
0
2
8
き
ま

吾

3
0
2
g芯
と
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
」
（
H
r
N・。－
N
括
弧
に
よ
る
補

足
は
論
者
に
よ
る
）
と
一
吉
う
と
き
、
そ
れ
は
「
哲
学
者
」
（
出
廷
し
の

い
わ
ば
道
具
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
一
般
の
知
覚
の

あ
り
方
を
包
括
的
に
示
す
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
蓄
え
ば
、
観
念
説

に
お
い
て
専
一
的
に
扱
わ
れ
る
知
覚
は
、
そ
の
操
式
が
何
で
あ
れ
、
「
外

ヒュ109 

的
対
象
に
よ
っ
て
生
じ
る
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
や
は
り
こ
こ
で
も
観

念
説
の
背
後
に
外
的
世
界
が
存
在
す
る
の
は
諒
提
と
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
（
目
。

観
念
説
と
わ
れ
わ
れ
の
知
覚
観
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
考
察
は
、

ヒ
ュ

i
ム
哲
学
に
お
い
て
志
向
性
が
成
立
し
う
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
と
ュ

i
ム
が
観
念
説
を
扱
う
は
じ
め
か
ら
、
観
念

説
は
心
の
外
の
世
界
を
暗
に
含
ん
で
い
る
。
た
と
え
と
ユ

i
ム
自
身
が

i
i
l例
え
ば
わ
れ
わ
れ
に
共
通
す
る
主
観
的
根
拠
を
見
つ
け
よ
う
と
い

う
経
験
論
上
の
関
心
か
ら
ー
ー
ー
強
諦
し
な
い
と
し
て
も
、
一
心
の
外
の

対
象

i
心
（
心
の
能
力
や
知
覚
）
｝
と
い
う
枠
組
み
は
成
立
し
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
心
の
能
力
が
問
題
と
な
る
と
き
、
常
に
そ
れ
が
志
向
す
る

と
こ
ろ
の
外
的
対
象
が
関
係
し
て
く
る
と
い
う
意
味
で
、
心
の
志
向
性

は
成
立
す
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
吋
人
間
本
性
論
い
の
第
二
巻
で
、
感

性
的
な
印
象
i
観
念
に
解
消
さ
れ
な
い
飽
者
や
自
己
と
い
う
存
在
が
当

然
の
よ
う
に
現
れ
、
そ
れ
ら
を
対
象
に
も
つ
靖
念
論
が
構
成
さ
れ
る
点

に
表
れ
て
い
る
。
ま
た
は
、
わ
れ
わ
れ
が
、
日
常
的
に
由
果
的
な
能
力

や
徳
を
外
的
対
象
に
投
影
す
る
と
い
う
と
ュ
！
ム
の
説
明
か
ら
も
、
そ

の
特
徴
を
看
取
で
き
る
（
n
m
H
H
・ω－F
N
P
盟
主
〉
M
M

・M
・NH
）
。
ど
ち
ら

の
事
例
に
お
い
て
も
、
ま
ず
は
じ
め
に
現
象
に
還
元
さ
れ
な
い
存
在
が

寵
か
れ
た
上
で
、
観
念
説
に
よ
る
主
観
的
な
も
の
の
見
方
か
ら
生
じ
た

印
象
i
観
念
が
、
そ
れ
ら
に
投
影
さ
れ
る
と
い
う
二
元
的
構
造
が
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
志
向
性
も
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
観
念
説
を
、
王
観
的
、
機
械
論
的
に
捉
え
る
後
期
自
然
、
王
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豊
川
（
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3
の
第
一
一
一
章
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新
た
に

た
も
の
で
あ
る
。

（2
）
た
だ
、
部
分
的
な
が
ら
、
懐
疑
論
の
限
界
の
観
点
か
ら
、
初
期

の
ヒ
ュ

i
ム
解
釈
で
も
ヒ
ュ
！
ム
哲
学
の
自
然
主
義
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指
摘
さ
れ
て

き
た
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M
m
a
p
S甲子

SaNHe
宏一
P
N
C
O
N
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は
、
懐

疑
論
と
自
然
主
義
的
態
度
の
表
裏
一
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性
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あ
る
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味
で
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唆
し
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いヲ心。
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筆
し
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ヒ
ュ
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∞
ヨ
芸
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日
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品
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ら
れ
る
。
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質
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す
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原
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ら
れ
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ヒ
ュ
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ム
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哲
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円

C
R話
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、

マ
ウ
ン
ス
自
身
、
ケ
ン
ブ
・
ス
ミ
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釈
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っ
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る
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た
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両
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論
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点
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い
。
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ヒ
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ム
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円
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ヒ
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念
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。
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。
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。
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葉
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ら
れ
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ら
れ
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す
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。
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ま
た
、
こ
の
転
化
は
、
事
後
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覚
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成
立
す
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の
前
提
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。
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ュ
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な
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す
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。
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感
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結
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。
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